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研究成果の概要（和文）：小学校数校で、外国語活動時間の増加時期に動機づけや情意要因を調査した結果、①児童の
関心、熟達願望などの動機づけに関する項目は変わらないか低下傾向、②対立関係改善や非言語のコミュニケーション
など異文化の相手とのコミュニケーション態度も低下傾向にあり、活動時間が増えるほど動機づけやコミュニケーショ
ン態度を高めるのは困難、③動機づけに影響を与える要因は、「学習意識」（英語に対する自信、英語学習に対する努
力信念などで構成）と学習者の「身近な人々」の励ましであり、④コミュニケーション態度にも「学習意識」と「身近
な人々」が影響を与えて、⑤男子より女子の方が動機づけ及びコミュニケーション態度を維持していた。

研究成果の概要（英文）：This study investigated pupils' motivation toward English, communicative attitudes
 toward different cultures and other affective attitudes at some elementary schools when the number of cla
sses of "foreign language activities" was increasing. The result shows as follows. 1) Pupils' motivation t
ended to decrease a little. 2) Their communicative attitudes also tended to decrease. Therefore, the more 
pupils experience "foreign language activities," the more it would be difficult for teachers to make pupil
s raise their motivation and positive communicative attitudes. 3)4) The two factors affecting motivation a
nd communicative attitudes were "Attitude toward learning" and "People around the learner." The first fact
or includes a confidence in English, the value of effort and so on. The second factor refers to the encour
agement from peers, teachers and parents. 5) The girls maintained their motivation and communicative attit
udes more than the boys. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、小学校での外国語活動が正式に
始まる前の、英語を中心とする外国語の授業
時間数が増えている時期に、小学生の英語に
対する動機づけを中心とする情意要因は、ど
のように変化するかについて調べるため、調
査・分析をすることにしたものである。 
小学生の英語に対する動機づけや異文化
の人に対するコミュニケーション態度、学習
に関する意識などを調査し、また活動時間の
増加によってそれらの情意要因はどう変化
するか、さらには、動機づけやコミュニケー
ション態度とそれらに影響する要因の構造
的な関係を、英語使用者の多様性という視点
も含め、明らかにしようとした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、小学生の動機づけやコミュニ
ケーション態度、学習に関する意識を調査し、
現行の外国語活動における小学生の動機づ
けを中心とする情意要因やミュニケーショ
ン態度の時間数増加に伴う変化、および動機
づけやコミュニケーション態度に影響する
要因との構造的な関係を解明・分析し、総合
的に考察することで、現行の外国語活動の意
義と実施上の課題を提示することを目的と
した。 
具体的には、小学生の英語に対する動機づ
けや学習に関する意識などが、活動時間が増
えるにしたがって、どのように変化し、動機
づけやコミュニケーション態度には、どのよ
うな要因が影響しているかを調査し、さらに
小学校数校において実践されている外国語
活動の特徴を踏まえて考察することで、望ま
しい外国語活動の在り方、今後の課題を提示
することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 小学校数校の担当者に依頼・説明して、
小学校5，6年生を対象に動機づけ、学習意識
、学習者の周りの人々の影響、外部者に対す
るコミュニケーション態度、志向、英語の重
要性意識など計３４項目からなるアンケート
を担任の先生経由で実施した。質問紙収集・
データ入力後（以前の奨励研究で実施）、分
析は主に統計ソフト、SPSSおよびAMOSを使っ
て行った。 
 
(2) 分析は、調査を一番始めに実施した１小
学校で、まず各項目の経年変化を検討すると
同時に、動機づけや各要因に対しては、内的
整合性を検討し、尺度得点を計算した上で動
機づけ尺度やその他の尺度との関係について
、共分散構造分析などを用いて、要因間の関
係を調べた。そして主に動機づけを予測する
影響要因を検討した。 
 
(3) １小学校だけでは、結果を一般化するの
に課題があるため、同様に、他の３つの小学

校でも、各項目の年度前後の変化、および、
年度の始めと終わりに調査できた２校の学校
をまとめて動機づけや外部者とのコミュニケ
ーション態度に対する影響要因の関係を分析
した。また学校による違いも検討した。 
 
４．研究成果 
⑴ 各小学校での、動機づけや英語学習に関
する意識についての特徴としては、いずれの
小学校でも外国語活動が増加した後で、それ
ほど大きな違いはなく、比較的高い動機づけ
を維持していた。学校別の違いについても、
動機づけに関しては大きな違いは見られず、
どの小学校においても、児童は学校での外国
語活動に対して、概ね肯定的姿勢があると考
えられた。但し、動機づけのうち、学校外で
のテレビやラジオでの英語の番組視聴に関
しては、活動増加の前後いずれでも、またど
の小学校でも、あまり積極的ではなかった。 
 
⑵ 動機づけに影響を与える要因の分析で
は、ほぼどの小学校でも、学習意識（わかる
ようになったという自信や頑張ればできる
という信念など）の影響が最も強いと考えら
れ、次に、身近な人の影響（親や教員の励ま
しや友達の姿勢）が、児童の活動に対する姿
勢に影響すると考えられた。 
 
⑶ また、３年間に亘って調査した１小学校
では、活動時間が増えた２年目では、比較的
動機づけが高まる傾向があったが、3年目は、
増える前の 1年目の状態に戻り、一方英語に
関係のないコミュニケーション態度は年々
減少したので、このことは、外国語活動が増
加すると、効果が高くなるというより、むし
ろ児童が活動を英語学習と意識しつつある
ことを示唆すると考えられ、増加したことに
ついての効果はあまりないと考えられた。 
 
⑷ この３年間調査した１小学校では、動機
づけを予測する要因は、3 年間共に影響が大
きかったものは、多様な学習意識と学習者の
周りの人々の励ましであった。このことから、
児童が自信を持ち、達成感の得られる活動で
あることや、多言語に関心をもつような機会
が重要と考えられた。さらに、周りの人の影
響は 3 年間で徐々に大きくなったことから、
クラスの雰囲気は時間が増えるほど重要に
なると考えられた。 
 
⑸ 活動時間が急に増えた年度の前後で、同
一の小学校２校で動機づけと英語の重要性
について比較したところ、あまり大きな変化
はなく、担任による活動時間が増加したこと
による悪影響はないと考えられた。但し、英
語に対する重要性などでは一部有意に高く
なっていた。そして動機づけは変わらないの
に、重要性は高まったということは、次第に
活動を学習として捉えるにようになってき
ているのではないか、と考えられた。 



⑹ また、３小学校を集計した動機づけモデ
ルでは、動機づけに直接影響していたのは、
やはり学習態度であり、それには、身近な
人々が影響していた。これらから、児童の英
語に対する動機づけを高めるためには、積極
的な学習態度を目指し、教師や友達が共に積
極的に活動に関わり合える、より良い教室の
雰囲気作りが必要と考えられた。 
 
⑺ その一方、対立関係改善や非言語のコミ
ュニケーションなど異文化の相手とのコミ
ュニケーション態度を調査したところ、低下
傾向にあり、外国語活動時間が増すほど、異
文化の人に対する積極性を高めるのは難し
くなると考えられた。またコミュニケーショ
ン態度に影響を与える要因についての分析
結果も、動機づけ同様、「学習意識」に影響
を受けており、3 年間調査した学校では 3 年
目に「身近な人々」の影響も受けていた。 
 
⑻ 最後に性差について分析したところ、女
子の方が、動機づけとコミュニケーション態
度ともに高い傾向がどの学校でも見られた。 
 
まとめると、動機づけにもコミュニケーシ
ョン態度にも、学習意識や身近な人の影響が
大きいことからすると、どのように活動を実
施していくのか、担任の指導力量や指導内容
が今後、大きく影響していくと考えられた。
このことは、活動時間が増えると、児童は、
教師や友達などの学習環境に影響をより受
けやすくなることを示している。したがって、
本研究によると活動時間増加に伴い、動機づ
けの向上が難しくなり、さらに女子に比べて
男子はより難しくなることから、授業時間が
増えても、また男子でも、動機づけやコミュ
ニケーション態度を維持か向上できる活動
の検討が必要と結論づけられた。 
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